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《 北米産大豆 》 

〇１３／１４年 世界大豆生産予測・需給予測 

 米国農務省が５月１０日発表した、１３／１４年度の１回目の世界及び主要国の大豆生産高

予測によれば、生産量は、米国で高温・乾燥により収穫が減少した前年度と比べて１２．４％

増加し、史上最高、ブラジルでは収穫面積の増加により史上最高、アルゼンチンで高単収と史

上最高の作付面積により、増加となることなどから、世界全体で前年を上回る見込みとなって

います。 

また、消費量もアルゼンチン、中国、米国等で増加しますが、世界全体の生産量は消費量を

上回り、期末在庫は前年度より増加する見込みとなっています。 

生 産 量 ２億８，５５０万ｔ （対前年比     ６．１％増） 

消 費 量 ２億７，０１８万ｔ （対前年比     ４．４％増） 

期末在庫量 ７，４９６万ｔ   （対前年比    ２０．０％増） 

期末在庫率 ２７．７％     （対前年度差 ３．６ポイント増） 

 

〇２０１２年産カナダ穀物作付意向 

 カナダ統計局がこのほど発表した、３月末現在の１３年産農産物の作付意向調査によれば、

菜種が１１．１％減の１，９１３万Ａの二ケタ減と予想しています。これは春小麦などに作付

がシフトしたことが影響したと見られています。 

 大豆は、３．４％増の４２９万Ａを予想しており、オンタリオ、ケベックでは減少の見通し

ですが、マニトバでの作付拡大が寄与する形となっています。 

 

 

《 国産大豆 》 

〇平成２４年産大豆・４月の入札結果 

４月３０日に発表された４月の入札結果によれば、普通大豆では先月平均価格より２５５円上昇と

なっています。中でも佐賀フクユタカ大粒が先月価格から約２００円程度上昇、東海フクユタカも先月

価格から約２００～３００円上昇するなど値上がりが続いているほか、東日本の銘柄もジリジリと値位

置を上げてきています。 

先月と比較して、上場数量は減少しましたが、東海から西日本の銘柄はフクユタカを中心にほぼ全

量落札、東日本銘柄も納豆用品種以外の東北・北関東の上場玉も含めてほぼ全量落札されました。落札

数量は６，４５９ｔで落札率は８７％ときわめて高い数字となっています。 

なお、全農では国産大豆の入札について、集荷見込み数量の１８万ｔの約３割にあたる、６万ｔの

上場計画の中で、すでに４月までに４万５，５００ｔの上場を行ったことから、５月以降は残り１万４，

５００ｔを上場し、５～７月までの各月約６，０００ｔ、月２回のペースで計画的に行う予定としてい

ます。 

 



        かわら版     ５月号－ 

三倉産業株式会社 
仙台市若林区卸町 1－4－7   TEL 022-232-6151 

URL:http://www.mitk.co.jp/mitukura     E-mail:  mitk@mitk.co.jp 

＜＜ 「豆」がメロディーを奏でると「豊」という字ができます ＞＞ 

 

２４年産大豆落札状況 

      入札月     上場数量      落札数量       落札率              

      １２月    ３，６１４ｔ    １，８２２ｔ      ５０％ 

       １月    ８，３１８ｔ    ５，１２９ｔ      ６２％ 

       ２月    ８，９４７ｔ    ６，３０１ｔ      ７０％ 

       ３月   １７，２０１ｔ   １２，７９２ｔ      ７４％ 

       ４月    ７，３９２ｔ    ６，４５９ｔ      ８７％ 

                                                 

合 計   ４５，４７２ｔ   ３２，５０３ｔ       ７２％ 

《 トピックス 》 

〇平成２５年３月度大豆輸入概況 

 財務省が４月１８日に発表した、１３年３月の貿易統計（速報）によれば、大豆の輸入量は

前年同月比１３．７％減の１９万７，３４９ｔ減少しました。 

 国別では、米国の輸入量は１４．５％減の１６万１，２９９ｔとなります。また、中国は輸

入量が１３．７％減の４，１５２ｔと減少しています。 

 

〇納豆は好きですか？ 

 朝ごはんのお供として食卓に上がることの多い食品、「納豆」がどれくらい好かれ、嫌われ

ているのか、を民間調査会社が調べたところ以下のような結果が出ました。  

    

【好き：67.7％】 【好きではないが食べられる：19.0％】 【嫌い：13.3％】 

 

また、好き・嫌いの回答割合の多い上位５件の都道府県は以下の通りとなっています。 

【好き】               【嫌い】 

1位：山形県（84.3％）        1位：徳島県（30.8％） 

2位：秋田県（82.5％）        2位：高知県（28.1％） 

3位：青森県（81.9％）        3位：大阪府（26.5％） 

4位：熊本県（81.3％）        4位：和歌山県（25.6％） 

5位：宮城県（80.8％）        5位：岡山県（25.1％） 

 

【好き】と答えた人の多い県は上位５県内４県が東北地方の各県となり、納豆好きの多いこと

が一目瞭然となっています。唯一西日本でランクインした熊本は、郷土食として、「桜納豆」

という馬肉と納豆を鶏卵の黄身やネギと一緒に和える郷土料理があるそうです。 

また、【嫌い】と答えた割合がもっとも少なかったのは岩手県の 2.2％でした。徳島県の納

豆嫌いの人の割合は岩手県の 14倍ということです。 


